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１ はじめに 
本論は、1947 年に創刊され 60 年間にわたって刊行された雑誌『農業千葉』の分析から、
千葉県における農業の変容過程の一端を捉えることを目的とする。一雑誌の分析のみから、
その地域の農業の全貌を知ることはもちろん出来ない。しかし、一冊の雑誌に焦点を当てる
ことで、ある限定された視角からであったとしても、そこに現れる変容の過程を追うことが
可能となる。とりわけ当誌は、戦後の混乱期に創刊され、その後 60 年間にわたり発行され
てきたこと、普及誌であったことから、千葉県という一地域に特化した変容過程を追うのに
は適していると考えた。 
 本論では、特に各時期の関心事を扱ったと考えられる「特集」の変遷に注目をし、そこに
現れる、千葉県の戦後の農業の近代化や機械化の流れについて概観し、今後、掘り下げるテ
ーマの抽出を行いたい。 
 
 
２ 雑誌『農業千葉』と千葉県の農業 
2.1 雑誌『農業千葉』創刊の目的 
 「農業千葉」は、昭和 22（1947）年から平成 15（2003）年に発行された雑誌である1。約
60 年間の間に発行された冊数は、昭和 21（1946）年に発行された記念号および廃刊時の特
集号を含めて計 668 冊になる。当初は年に 4～5 回の発行時期もあったが、昭和 24（1949）
年 5 月以降は、毎月発行されている。 
昭和 22（1947）年というまだ戦後直後の混乱期であった時期に発行された『農業千葉』
は、農業関係者内での情報共有や連携を通じて、農業を発展させていくことを目的にして発
行された。昭和 21（1946）年 6 月の天皇の千葉県への行幸を記念し、研究者、指導者と農
民が一体となるための手段として『農業千葉』が創刊された（廃刊特集号 2003: 13）。戦後
日本の農業は、世界の農産物と競争していけるような良品低廉多産の実現化のため、農業経
営の合理化と農業技術の発展を目指していた。そのような状況の中で、『農業千葉』は、農
家、研究者、普及指導者の橋渡しになることが期待され（記念号 1946）、雑誌の発行者たち
は「農事試験場の試験成績を掲載する使命」（第 3 巻第 12 号）を持っており、『農業千葉』
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は千葉県の農業指導の内容ともいえるものであった（引地 2003: 22）。 
 このような期待をもって生まれた『農業千葉』であるが、創刊には以下のような背景があ
ったと廃刊特集号で指摘している。それは①「農地解放」により、小作農から解放された農
家の生産意欲の向上、②当時日本政府が打ち出した指導農場制による指導組織に、アメリカ
式の農業改良普及事業の指導制度への期待が高まったこと、③農業協同組合法による民主
的・自主的組織の発足、④復員した中堅農業者が農業技術等の情報を期待していたこと、の
4 点である（引地 2003: 20）。このように『農業千葉』は、千葉県の農業改良誌として位置
付けられていた。 
 
2.2 『農業千葉』にみる千葉県の農業のあゆみ 
『農業千葉』が発行されていた時期、千葉県の農業は、日本の農業のなかでどのような歩
みをしてきたのだろうか。『農業千葉』では、雑誌発行期間中の千葉県の農業の変遷を 10 年
毎にまとめている（廃刊特集号 2003）。以下では、廃刊特集号によりながら、千葉県の農業
の変容過程を追うこととする。 
 
①昭和 20～29 年：食糧の増産と農地改革 
②昭和 30～39 年：農業基本法の制定と農業の近代化 
③昭和 40～49 年：計画的生産への誘導が始まった高度経済成長時代 
④昭和 50～59 年：「むらぐるみ農業」と生産構造の改善 
⑤昭和 60～平成 7 年：環境保全と農業国際化の幕開け 
⑥平成 8～  ：変革と食の安全が求められる時代 
 
 昭和 20 年代の戦後の混乱期は、政府の「緊急開拓食糧増産施策」の展開もあり食糧増産
が目指された。千葉県では、さつまいも栽培、自給米の確保、野菜園芸の基礎が築かれた。
また、農地改革による農村の民主化、農業組合の設立、農業改良普及事業など戦前の封建的
な農村社会の改革や自立の道が目指された時期でもあった。 
 昭和 30 年代は、重化学工業を中心とした経済発展に伴い、農業と工業の労働再生や所得
格差が開く中で、昭和 36（1961）年に農業基本法が制定された。それに伴い、収益性の高い
作物への生産選択や経営の集約化、主産地形成や機械化を進めながら総生産の増大がはか
られた。千葉県では立地を生かし畜産の分野で「南牛北豚」の地域特化が形成された。また
農業基本法による農政と新技術開発ための農林業関係の試験研究機関の整備の拡充がされ
た時期でもあり、農業生産における量から質への大転換期であった。 
 昭和 40 年代は、高度経済成長を迎え農業生産も順調な伸びをみせた。食糧不足時代から
一転して生産過剰時代へと突入し、「米の生産調整」が行われるようになった。また、生産
調整が進められる中で、農業の規模拡大、施設化・装置化が進んだこともあり、農家の負担
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は大きく、特にオイルショックにより規模の大きな農家は多大な影響を受けた。千葉県でも、
農業生産量が伸び、農業粗生産額が全国 3 位となった。一方で、京葉工業地帯の工業化が進
み、県内の農業就業人口の減少、列島改造論等による耕地面積の減少、首都圏に隣接するこ
とによるゴルフ場等の開発のための農地買い占めが起こった時期でもあった。県では米作
りや農畜産物の産地の協同化、最低限確保すべき農林業の基準（昭和 48 年「アグリ・ミニ
マム」）の策定、自然と人間の調和を目指した「県民の森」の造成など、農業をとりまく社
会問題に対応をしていった。 
 昭和 50 年代は、高度経済成長の低迷期に入り、成田空港の開港による国際化、精神的な
豊かさへの注目など暮らしに変化がみられた時期あった。千葉県では、むら（集落）単位で
協力し、地域に適した農業や豊かな生活の構築を目指した「むらぐるみ農業」推進対策（昭
和 51 年）、水田利用再編対策（昭和 53 年）や耕地の基盤整備の実施等もあり、農用地の利
用集積化が進んだ。施設型農業（施設園芸や畜産等）は技術革新と規模拡大による自立化が
進行し、特にバイオテクノロジーに関する試験研究による園芸振興の飛躍的展開が起こっ
ていた。一方で、工業優先の弊害による田畑の地力低下等が起こったため、土壌改良や地力
保全対策が取られた。さらに、都市化の進展等の影響もあり、千葉県指導農業士等の制度（昭
和 52 年）の発足や、千葉県農業大学校（昭和 54 年）を開校し、担い手育成や地域農業再編
に向けて対策をうった。農村生活としては、生活改善、食生活改善を図り「住みやすいムラ
社会」を目指した時期でもあった。 
 昭和 60 年代からの 10 年間は、環境保全への関心の高まりと、経済の国際化に伴う農産
物の輸入自由化がすすめられた年代であった。聖域とされた米についても例外ではなかっ
た。そのような中で日本の農家を取り巻く問題としては、農家数の減少や高齢化、耕作放棄
地等の増大等が起こった。農業や農村の役割は食料生産にとどまらず、自然環境維持等の役
割もあり、重要であるという認識が深まり、平成 4（1992）年「新しい食料・農業・農村政
策の方向」が策定され、安定的な食糧供給確保、地域経済活性化、国土・環境保全が目指さ
れた。千葉県でも、生産力の維持、県土保全や次世代に引き継げる農業創造を目的として、
「千葉県 21 世紀農業展望構想」が策定された。 
 平成 8 年以降は、バブル崩壊による日本経済低迷期でもあり、農業においても変革を求め
られた時代であった。特に米作りは、生産調整が始まってから 30 年数年経過していたが、
なおも過剰基調であり抜本的な改革が求められた。国は、平成 14（2002）年に「米政策改革
大綱」を策定し、需要に即した「売れる米づくり」を平成 22（2010）年までに実現すること
が目指され、千葉県でも追随している。また、輸入農産物の残留農薬や BSE（牛海綿状脳
症）の発生2など消費者の食の安全・安心への関心が高まり、顔の見える農産物直売所の人
気が高まった。千葉県では、消費者の視点に立った安全・安心・新鮮な「千葉ブランド」や
「千産千消」を推進させた時期でもある。 
 ここまで廃刊特集号をもとに千葉県の農業の歩みを概観した。戦後の日本の農業は、食糧
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増産から始まり、機械化や農業の近代化により総生産量の増産が図られたが、徐々に生産過
剰となり計画的生産が求められていった。また、工業化や好景気時期の農地の買収や商業地
への転用等による環境問題への関心が高まり、人びとの暮らしの意識の変化に伴い環境や
食の安全性を意識した農業へと変化していった流れがみえてくる。そのなかで千葉県の農
業は、大きくは同様の変化をしてきていたが、昭和 40 年代には農業粗生産額が全国第 3 位
になり、機械化や農業改良の多くの取り組みが生産力の向上に結び付いていったことがわ
かる。とくに、野菜園芸は昭和 20 年代にその基礎を築き、昭和 40 年代には園芸振興の飛躍
的展開へと導いていた。一方で、首都圏の隣接地であることや京葉工業地帯もあり、都市化
や工業化による農業就業人口の減少や自然環境への影響、耕地面積の減少、商業地への転売
など、当時の社会問題をより身近に経験していたことがみえた。 
 
 
３ 『農業千葉』の変遷について――農業関係者集団への情報網としてのあゆみ 
 ここまでは戦後約 60 年間の千葉県の農業についてみてきた。次に、その農業とともに歩
んできた『農業千葉』の変遷についてみていきたい。『農業千葉』の変遷をまとめた引地三
千夫は「千葉県の農業指導の内容とも云える『農業千葉』の変遷は、発行所の移動する約 20
年毎に、その時代の諸事情が反映して、体裁も内容も変動し、地域農業指導の歴史を実証し
ています」（引地 2003: 22）と言っている。その区分は以下の通りであるが、それぞれの期
のなかでも 10 年毎に緩やかな変遷がみえるという（引地 2003: 19-28）。 
 
  ①第Ⅰ期 農業試験場都会農業千葉発行所段階 
「食糧増産が優先した時代」（昭和 21～30 年） 
「普及所の法制化時代」（昭和 31～40 年） 
  ②第Ⅱ期 農業改良課内農業千葉刊行部段階 
        「農業構造改善事業および自立経営の指導時代」（昭和 41～50 年） 
        「むらぐるみ農業指導時代」（昭和 51～60 年） 
  ③第Ⅲ期 農業改良協会段階 
        「環境にやさしい農業の指導時代」（昭和 61～平成 8 年） 
        「地域自給（地産地消＝千産千消）時代」（平成 9 年～廃刊時期まで） 
 
以下、引地がまとめた『農業千葉』の変遷についてみながら、『農業千葉』の役割について
整理したい。 
① 「第Ⅰ期 農業試験場都会農業千葉発行所段階」 
『農業千葉』でも食糧増産技術の記事が多くあり、また、新しい農業改良普及制度に切り
替わった時期であったため事業概要や農業問題が取り上げられていった。その後、徐々に食
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糧増産時代から農家の経営に関心が移っていった。新しい農業普及事業が発足し、農林部に
農業改良課が設置されてから『農業千葉』は毎月発行となり（昭和 24 年）、技術普及に関す
る情報に加え、農家の経営にも関心を向けた内容となっていった。さらに、農業の普及指導
事業に関わる部分の改組等もあり、普及所は法制度化され必置機関となり、総合的な普及活
動もできるようになった。引地によると『農業千葉』は農事試験場の PR 誌として創刊され
たものであったが、当時は、新しい農業制度を知らない農家のための「普及誌」の役割を果
たし、普及事業発足後の個別的な農業改良普及員の普及活動の媒体となっていた（引地 
2003: 24）。 
② 「第Ⅱ期 農業改良課内農業千葉刊行部段階」 
高度経済成長が始まったころに農業基本法が公布施行され（昭和 36 年）農業の新しい方
向を模索し、他の産業の遅れをとらないように自立経営農家や選択的拡大が打ち出された。
しかし、昭和 50 年代の経済の低迷期に入ったころ、農業は生産調整時代を迎え、県内では、
前述した「むらぐるみ農業推進事業」により、専業農家、兼業農家、経営者や、家族が話し
合いにより農業経営の創造と豊かな生活を築くことが目指された。 
『農業千葉』では、高度経済成長期には農業の構造改善や、好事例、県内の事業概要等を
取り上げ、経済低迷期にはむらぐるみの生産組織や豊かな農村づくり、経営、過去の偉人に
よるむらぐるみ農業などについて取り上げた。引地は、むらぐるみ農業を含む農業の構造改
善事業について、長期間の取り組みであり「その間の農家や集落、市町村・農業団体等の間
を走り回った農業改良普及員の活躍が現地の実績に残っている」（引地 2003: 26）と評価し
ている。平成 5（1993）年 10 月号では、戦後の農業構造政策での経営規模拡大は不十分で
あったが「世界に類をみない農業者の経済的豊かさの維持に成功していると高い評価を与
えている」（引地 2003: 26）と紹介している。普及誌の役割もある『農業千葉』は、経済状
況に合わせた農業構造の変革に奔走した農業関係者の指針となり、そのことが後の農業者
の経済的豊かさに結び付いていると引地は評価している。 
③「第Ⅲ期 農業改良協会段階」 
環境問題について注目されるようになった時期でもあり、経済成長に伴い地球規模での
環境破壊が進行し「この浄化の役割を担っていた農業森、大気や土壌の汚染で被害者から加
害者の一端を担う」（引地 2003: 27）ことにもなってしまった。引地によると、こうした背
景をうけて、『農業千葉』でも、環境に配慮した農業技術として「有機農業」、「環境にやさ
しい農業」が取り上げられた。食の安全性としては、「生産者と消費者の交流」や「都市と
農村の交流」、「顔のみえる流通」、産直農業などが取り上げられていったという。農家自体
も農業のあり方の模索が掲載されたこともあったと引地は紹介をしている。、環境に配慮し
た農法やこれまで分断されがちだった農家と、消費者や都会等との交流や小売り形態の変
化などが生まれていったことが描かれた時期であった。 
そのほか、引地は『農業千葉』で取り上げられてきた村の暮らしに注目している。引地に
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よると戦前の富国強兵の時代には、農村の生活改善行政が禁止されていた。そのため、農村
の生活にも関心が払われるようになったのは、戦後の普及事業発足後に生産指導と生活指
導が表裏一体でなされるようになってからだという。引地によると『農業千葉』では昭和 24
（1949）年に生活改善事業に触れているが、生活改善欄が毎月登場するのは昭和 33（1958）
年からであった。その内容は、戦後直後の物がない時代には、水飴、味噌やパンの作り方等
が掲載されることもあったが、時代をへて台所改善、住居改善へと変化し農村生活の大きな
変動を伝えていたという。 
ここまで引地のとらえる『農業千葉』についてみてきた。『農業千葉』が発行されたおよ
そ 60 年間の農業は、戦後の食糧難を救うべく食糧増産に向かい、高度経済期には生産規模
の拡大路線を図り、その後の経済低迷期には地域に適した農業、環境に配慮した農法、生産
者と消費者との交流機会も設け、地域自給を図ってくという変遷であった。 
引地や廃刊特集号の指摘にもあったが、資源配分からみても農村社会は他産業に比べれ
ば後進性をたどってきた。そのような社会状況にあって、『農業千葉』は農業者ともにあゆ
みを進めており、引地は以下のように『農業千葉』の役割を指摘している。 
 
「物的資源の保全、分業による人的資源の適正配置、家族経営を補完する生産組織の育  
 成等は、集団としての農民の主体性が維持され、継続されなくてはなりません。その  
 ためにこそ、集団における情報機能の役割は大きく、「農業千葉」の変遷はこのこと 
を実証しています」（引地 2003: 28） 
 
『農業千葉』は、各時期の農業政策や千葉県の農業の方向性を示し、それに向けて農家が一
丸となって取り組んでいくという「集団における情報機能の役割」、すなわち引地のいう「普
及誌としての役割」を果たしていたことがわかる。しかしながら、農家戸数の減少や農業情
報の多様化、インターネットの普及等により購買数が減少したため廃刊を迎え、上記にまと
めてきた 60 年の役割をおえることとなった（廃刊特集号 2003）。 
 
 
４ 『農業千葉』の時代区分で概観する「特集」 
ここからは雑誌内の「特集」の変遷についてみていきたい。「特集」では、さまざまなテ
ーマが扱われている。食糧増産時期に特集された麦や稲、年代を追うごとに品種の増える野
菜や花きなどの農生産品や畜産、農法、病対策、経営、流通、好事例、その時々の農業の関
わる制度、青年や女性、結婚などの農業者とその暮しなど、多岐にわたる。そこで前述した
引地のよる『農業千葉』の時代区分において、どのような「特集」タイトルが掲載されてい
るのかを概観していく。 
ここで扱う「特集」は目次に「特集」として掲載されているものを中心にしている3。「特
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集」の掲載形態は、タイトルが設定され、いくつかの小項目が掲載されているスタイルが多
かった。『農業千葉』の目次に初めて特集が登場するのは、昭和 24（1949）年の 9 月号（第
3 巻第 6 号）の「麦作特集」であり、食糧増産を目指す当時の様子がよく表れているもので
あった。 
その後、毎月特集が組まれるようになるのは、昭和 34（1959）年からとなる。その間に実
際に特集が組まれていた回数は、年に 1 回（昭和 27 年）からほぼ毎月の 11 回（昭和 33 年）
とばらつきがあるが、平均 4～5 回／年のペースで特集が組まれていた。全体として 584 冊
に「特集」があった。 
 前述した『農業千葉』の引地による時代区分では昭和 21～30 年は「食糧増産が優先した
時代」であった。食糧に関するものを中心にみてみると、昭和 24（1949）年に「麦作特集」
（第 3 巻第 6 号）が組まれ、その後、昭和 26（1952）年に「特集 製飴業界の動き」（第 5
巻第 11 号）ではサツマイモ、昭和 27（1953）年に「園芸特集」（第 6 巻第 2 号）、昭和 29
（1954）年 2 月号では米の凶作について取り上げられていた。また、昭和 28（1953）年「ビ
ニール利用による蔬菜の半促成栽培特集」（第 7 巻第 12 号）、昭和 29（1954）年「農業機械
化特集」（第 8 巻第 6 号）が登場する。麦作にはじまり、千葉の土壌にあったサツマイモ、
稲、野菜を中心に、機械化や装置の活用により食糧増産をしていった様子がうかがえる 
「普及所の法制化時代」（昭和 31～40 年）では、昭和 24（1949）年 10 月号から特集以外
で普及員の活動を取り上げていたが（引地 2003: 24）、「特集」では昭和 34（1959）年に「普
及事業十周年記念特集」（第 13 巻第 1 号）がある。その中で普及員の活動や「農業改良普及
所」に関しても取り上げていた。また、昭和 36（1961）年に「農業基本法」が制定され、翌
年に第 1 次農業構造改善事業が実施された（廃刊特集号 2003: 14）のをうけ、同年の 9 月号
で「農業構造改善事業」（第 16 巻第 9 号）で「農村革命を計画する村」、「愛知県三好町の構
造改善事業」、「愛知県三好町の構造改善事業」が取り上げられていた。 
食糧に関しては、昭和 31（1956）年に「特集 本年の稲作」（第 10 巻第 1 号）があり、
この 10 年間で「稲」に関するタイトルは 13 回取り上げられているが、「麦」に関しては昭
和 31（1956）年の「麦作特集」（第 10 巻第 11 号）のみであった。一方、果菜に関連するも
のは 22 回あった（この 10 年間の特集数は 100）。果菜名そのものが特集になっていたり（「ス
イカ特集」（昭和 34 年 第 13 巻第 2 号）、「ピーマン特集」（昭和 35 年 第 14 巻 1 号）ほか
3 種類）、春野菜や秋野菜など季節の野菜が取り上げられたりしていた。また、「洋菜特集」
（昭和 34 年 第 13 巻第 7 号）では花ヤサイ、レタス、パセリ、セロリ、「隠れたそさい」
（昭和 37 年 第 16 巻第 2 号）では地域ごとによくとれる野菜（マッシュルーム、うど、や
まいも、にんにく、マスクメロン、アスバラガス、にら等）が取り上げられ、品種が豊富に
なっていったことがみえてくる。また、昭和 39（1964）年には「市場人のみた千葉県野菜」
（第 18 巻第 11 号）が組まれトマト、きゅうり、白菜、いちご、さやえんどう・そらまめ、
レタス、パセリについて評されている。野菜への注目は高く、昭和 20 年代に築きあげてき
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た「野菜園芸躍進時代の基礎」（廃刊特集号 2003: 13）が実を結んでいった時代ともいえる。 
昭和 41～50年は「農業構造改善事業および自立経営の指導時代」であった。昭和 41（1966）
年「やつてよかった農業構造改善事業」（第 20 巻第 10 号）で「豊住の農業構造改善事業と
協業経営」が紹介され、好意的に扱われている。 
「自立経営」に注目をしてみると「自分でできる営農診断」（昭和 41 年 第 20 巻第 11
号）、「農業近代経営をめざして」（昭和 46 年 第 25 巻第 2 号）があり自己診断や経営その
ものの近代化が取り扱われている。また「営農改善実績発表から」（昭和 43 年 第 22 巻第
4 号）、「優秀農家の経営」（昭和 46 年 第 25 巻第 6 号）があり、営農や経営の好事例の共
有がされている。さらに、「もうかる球根切り花経営」（昭和 43 年 第 22 巻第 9 号）、「制度
資金を利用した経営改善」（昭和 50 年 第 29 巻第 11 号）と農家経営の経済的な側面に関
する特集もあった。昭和 36（1961）年の「農業基本法」は工業との「所得格差の問題を解決
し、他産業従事者と農家の所得均衡を図るために打ち出された」（廃刊特集号 2003: 14）も
のであり、この法律の影響もあったのではいないだろうか。 
生産物と経営が組み合わさったタイトルは、上記の花以外は畜産だけであり 4 回取り上
げられていた。「大規模養豚経営と生産技術」（昭和 47 年 第 26 巻第 2 号）、「危機を乗り切
る畜産経営」（昭和 50 年 第 29 巻第 4 号）などがあった。ちなみに、「転作」の特集タイト
ルの初出は昭和 46（1971）年の「稲作集団転作モデル地区の成果」（第 25 巻第 12 号）で「米
の生産調整」がなされていたときである（廃刊特集号 2003: 15）。稲作においては転作をし
ていく中、畜産物に対しては食生活の変化による需要高まりもあり選択的拡大の方向であ
ったが畜産の経営の難しさもみえてくる特集内容であった。 
昭和 51～60 年は「むらぐるみ農業指導時代」と評されているように、千葉県では「むら
ぐるみ農業」推進対策が打ち出された昭和 51（1976）年に、特集タイトルで「むらぐるみ」
が初めて登場する。昭和 51（1976）年「むらぐるみ農業で豊かな農村を築こう！！」（第 30
巻第 10 号）から始まり、「むらぐるみで取組もう経営受委託」（第 30 巻第 12 号）、昭和 52
（1977）年「軌道に乗った「むらぐるみ農業」」（第 31 巻第 4 号）、昭和 53（1978）年「着
実にすすむ「むらぐるみ農業」」（第 32 巻第 1 号）と特集全体で 4 回掲載されている。特集
全体でみても「むらぐるみ」が特集タイトルで登場するのはこの 4 回のみで、すべて昭和 50
年代であった。「むらぐるみ農業」を推進し、軌道にのせ、その成果がみえてきた、まさに
「むらぐるみ」の時代であった。 
「むらぐるみ農業」の推進は、その集落に適した農業を展開し「豊かな生活を築くことを
ねらい」としていた（廃刊特集号 2003: 16）。昭和 51（1976）年には「豊かな農村をめざし
てくらしの創造を！」（第 30 巻第 6 号）がテーマとなり、その後 3 年間は「生産と生活の調
和をめざした家づくり」（昭和 52 年 第 31 巻第 7 号）、「健康で住みよい農村生活をめざし
て」（昭和 53 年 第 32 巻第 5 号）、「住みよい生活環境づくり」（昭和 54 年 第 33 巻第 8
号）と毎年特集されており、農業者の暮らしの改善も同時に目指されていた。 
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昭和 61～平成 8 年は「環境にやさしい農業の指導時代」で、平成 4（1992）年に「環境に
やさしい農業」（第 46 巻 6 号）が初出となり、この期間には 3 回特集タイトルにあがる。そ
のほかに、頻度としては多いとは言えないが、引地も指摘しているように（引地 2003: 27）、
昭和 62（1987）年に「農作物と大気汚染」（第 41 巻 5 号）、昭和 63（1988）年の「有機農業
の妙味と課題」（第 42 巻 10 号）が特集タイトルになっており、環境に配慮した農業への転
換期であったことが分かる。ただ、特集全体を通じて有機農業に関連した特集のタイトルに
取り上げられたのは、上記のほかは、平成 13（2001）年の「有機農産物の生産と表示」だけ
であった。環境に配慮した農業に関心は高まっていたが、有機農業への関心はそれほど高く
なかったようだ。 
また、昭和 63（1988）年に「胸もと迫る農産物自由化」（第 42 巻 7 号）で「自由化」が
初出し、その後、「牛肉自由化の課題と対応」（平成 3 年 第 45 巻 5 号）や「コメの輸入自
由化問題 私はこう思う」（平成 3 年 第 45 巻 11 号）が取り上げられ、平成 6（1994）年
には「ここまできている輸入野菜」（第 48 巻 11 号）が特集タイトルになっている。農産物
の自由化に対する情報、対応、戸惑いが感じられる特集となっていた。 
 平成 9～平成 15 年までは「地域自給（地産地消＝千産千消）時代」と評されているが、
特集タイトルからみえるのは、平成 13（2001）年の「千葉県下の直売所に見る」（第 55 巻
第 6 号）が 1 回だけであった。 
一方、「地域」は 6 回登場する。特集タイトル全体では「地域」は 11 回登場し、初出は昭
和 48（1973）年の「都市地域の軟弱野菜」（第 27 巻第 8 号）で同年に「地域開発と農家」
（第 27 巻第 11 号）があるが、半分以上は平成 9（1997）年からのこの期間に扱われている。 
平成 13（2001）年の「集落営農で乗り切る地域農業」（第 55 巻第 5 号）に始まり、「産地
における地域特産物の育成、維持、強化」（第 55 巻第 9 号）、「地域で育てる若い農業者」
（平成 14 年 第 56 巻第 11 号）、「北海道産リレー苗の利用による安房地域での観光イチゴ
栽培の生産安定・拡大」（平成 15 年 第 57 巻第 2 号）、「地域農業を支える法人経営」（第
57 巻第 3 号）、「地域のいろいろな資源を活用して農業と農村の活性化に取り組む」（第 57
巻第 8 号）である。農業の国際化が果たされた後、地域自給のために、地域の強みや資源、
人材育成を通じて地域農業を活性化させていこうとしていたことがみえる。 
ここまで、前述の『農業千葉』の時代区分を参照し、千葉県の農業の変容とも照らし合わ
せながら「特集」のタイトルについて概観してきた。「特集」では、食糧増産は麦作からは
じまり、サツマイモや稲作、野菜を中心に機械化や装置化で生産増大が目指されていた。と
くに野菜は年々多品目化しており、千葉県の農業は野菜に力を入れていたことや、たくさん
の種類の野菜が流通し始めた様子がうかがえる。また、昭和 36（1961）年農業基本法制定
後には、農業の経営にも多く着目されており、他産業との格差の解消には生産方法の改善だ
けなく、経営ノウハウも伝達も必要だったと考えられる。その後は、時代に合わせて転作に
よる生産調整、畜産、むらぐるみ農業や農村生活の改善なども取り上げられていた。最後の
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20 年間では、一方では農産物の自由化の波におそわれ、もう一方では環境に配慮した農業
や食の安全性への関心が高まり地産地消が求められていった。当時は地域農業を成立させ
る方法や人材に課題があり、地域の活性化や地域を支える人材育成、経営方法の模索を通じ
て実現していこうとした経緯がみえてくる。 
 
 
５ 「農業」をキーワードにしてみる「特集」――『農業千葉』のもうひとつの顔 
ここまでは、主に引地の『農業千葉』の時代区分に依拠しながら、各時期のテーマがどの
ような特集タイトルで扱われてきたのかについてみてきた。ここでは、時代区分にとらわれ
ずに、どのような特集が組まれてきたのかみていきたい。「特集」は全部で 666 回組まれて
いる。分析するテーマの整理をしていく足がかりを得るために、まずは『農業千葉』がそも
そも対象としている「農業」という言葉に着目してみたい。 
「農業」というキーワードのある「特集」タイトルは 114 回取り上げられていた（表 1）
一番多かったのは「都市近郊農業」や「観光農業」などの「●●農業」で 28 回登場している。
次いで「千葉県の農業やある年の農業の方向性」は 25 回、さらに多いのが、引地もあまり
注目をしてこなかった「農業者や青年、女性ほか」で 19 回登場していた。「千葉県の農業や
ある年の農業の方向性」に関しては、これまでみてきた千葉県の農業や『農業千葉』の変遷
との重複が考えられるため、ここでは取り上げず、主に「●●農業」と「農業者と若者、女性
ほか」を取りあげる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 1 「農業」というキーワードのある「特集」数 
 
分類名 特集タイトル数
観光農業などの●●農業 28
千葉県やある年の農業の方向性 25
農業者や若者、女性ほか 19
経営 16
機械化・技術 7
農業構造改善、農業改良 6
他県や地域事例 6
研究 2
その他 5
合計 114
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5.1 農法や流通の変化がみえる「●●農業」 
 
表 2 「特集」における「●●農業」 
年 巻 特集タイトル
昭和43年 第22巻第8号 特集　都市近郊農業をどうするか
昭和49年 第28巻第8号 特集　観光農業を現地にみる
昭和49年 第28巻第10号 特集　装置農業を考える
昭和51年 第30巻第8号 特集　むらぐるみ農業で豊かな農村を築こう！！
昭和52年 第31巻第4号 特集　軌道に乗った「むらぐるみ農業」
昭和53年 第32巻第1号 特集　着実にすすむ「むらぐるみ農業」
昭和54年 第33巻第3号 特集　機械化農業と作業の安全
昭和61年 第40巻6号 特集・すぐれた都市近郊農業
昭和62年 第41巻12号 特集・土地利用型農業への挑戦
昭和63年 第42巻4号 特集　都市農業の知恵と意地
昭和63年 第42巻10号 特集　有機農業の妙味と課題
平成4年 第46巻6号 特集　環境にやさしい農業
平成4年 第46巻11号 特殊　産直農業の展開
平成6年 第48巻8号 特集　今、産直農業が受けている
平成6年 第48巻12号 特集　環境にやさしい農業の取り組み事例から
平成8年 第50巻第7号 特集　千葉県園芸農業振興方針　ちば新時代とともに飛躍
する園芸農業をめざして
平成8年 第50巻第9号 特集　環境にやさしい農業技術の開発
平成9年 第51巻第4号 特集　今どき面白農業を考える
平成11年 第53巻第2号 特集　環境にやさしい農業をめざして
平成11年 第53巻第9号 特集　「交流型農業」農業生産の場を心休める空間と時間
の提供に平成12年 第54巻第1号 特集　大地を守れ　環境にやさしい農業
平成12年 第54巻第5号 特集　地の利・人の利を活かした観光農業
平成12年 第54巻第8号 特集　みんなで取り組むいきいき農業
平成13年 第55巻第5号 特集　集落営農で乗り切る地域農業
平成14年 第56巻第12号 特集　付加価値づけ販売に取り組む新しい農業
平成15年 第57巻第3号 特集　地域農業を支える法人
平成15年 第57巻第6号 特集「ちばエコ農業」の現状と展望
平成15年 第57巻第10号 特集  消費者交流で観光農業に頑張る農業者達
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表 1 で最も多かった「●●農業」に注目したのが表２である。 
まず、効率的な生産や安定的な農業に関すると考えらえるものに注目をしてみる。農機具の
発展としては、昭和 50 年代に「装置農業」、「機械化農業」がある。地理的な優位性を生か
した農法と考えられるものでは、昭和 40 年代に登場し合計 3 回タイトルとなった「都市近
郊型農業」、昭和 60 年代は「土地利用型農業」、平成に入ると「地域農業」がある。また、
農業者が共同で取り組む農法として昭和 50 年代の「むらぐるみ農業」、平成に入り集団営農
を扱った「みんなで取り組むいきいき農業」がある。その後、ゆとりや面白さに注目をした
「今どき面白農業を考える」があるが、基本的には地理的優位性を生かした農法に加えて、
機械等を使用した農法、農業の取組みを集団で行っていく農法が合わさって、農業の拡大や
収穫の安定化、効率化を図っていった様子がうかがえる。 
一方、前述もしたが昭和 60 年代には、これまでの拡大的な農業とは一線を画するような
「有機農業」が登場し、平成に入ると「環境にやさしい農業」が登場し 5 回も特集タイトル
として取り上げられている。平成 15 年には「エコ農業」という言葉も生まれている。特集
のタイトル全体の中で「環境にやさしい」に関連した「特集」を表 3 にまとめた。 
 
 
            表 3 「環境にやさしい」に関する「特集」 
 
「環境にやさしい」に関しては、前述の表 2 の技術や事例紹介にとどまらず、「環境にや
さしい稲作をめざして」（平成 11 年 第 53 巻第 3 号）、「環境にやさしい土壌消毒」（平成
13 第 55 巻第 3 号）、「環境にやさしい新施肥法および省力施肥法のすすめ」（平成 14 年 
第 56 巻第 10 号）がある。生産物事の環境に負荷の少ない農法、土壌や施肥による大地への
負担の軽減等により持続可能な農業環境づくりに取り組んでいった様子がうかがえる。 
また、消費者への販売ルートと考えられる「観光農業」は昭和 40 年代に登場するが、そ
の後 20 年以上たってから再度取り上げられている。「観光農業」は平成 10 年代には消費者
との「交流」とも関連づけられて登場し、「交流型農業」という言葉も生まれている。今で
もよく耳にする「産直農業」は平成に入ってから登場し、さらに直売や伝統技術を生かした
年 巻 特集タイトル
平成4年 第46巻6号 特集　環境にやさしい農業
平成6年 第48巻12号 特集　環境にやさしい農業の取り組み事例から
平成8年 第50巻第9号 特集　環境にやさしい農業技術の開発
平成11年 第53巻第2号 特集　環境にやさしい農業をめざして
平成11年 第53巻第3号 特集　環境にやさしい稲作をめざして
平成12年 第54巻第1号 特集　大地を守れ　環境にやさしい農業
平成13年 第55巻第3号 特集　環境にやさしい土壌消毒
平成14年 第56巻第10号 特集　環境にやさしい新施肥法および省力施肥法のすすめ
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加工品などの「付加価値づけ販売に取り組む新しい農業」が登場する。 
このように、消費者の食の安全性や環境に対する関心への対応や、都市と農村という分断
された在り方への問い直しに対応してきた流れがみえる。観光というレジャー感覚から交
流や直売など消費者が農業や農村に足を運んだり、または消費者と農業者が出会う場を設
けたりなど、安心した生産物を通して消費者と農業のつながりの可視化に消費価値が生ま
れ、流通形態の変化に結び付いていった様子がうかがえる。 
 
5.2 農業の担い手―結婚情報誌としての『農業千葉』 
 次に登場回数の多かった農業の担い手でもある「農業者や青年、女性ほか」を取り上げて
みる（表 4）。 
 
表 4 農業の担い手を取り上げた「特集」 
 
表 4 をみてみると、農業従事者全般も取り上げられているが、昭和時代は昭和 41（1966）
年には「青年」、昭和 43(1968)年に「後継者」が登場し、人材育成に課題がみえる。前述し
たように、農業は他産業に比べて後進性があり、都市化が進むなかで兼業農家や農業以外の
年 巻 特集タイトル
昭和39年 第18巻第9号 特集　農業優秀集団は語る（座談会）
昭和40年 第19巻第1号 特集　私は農業にいきがいをもつ
昭和41年 第20巻第7号 特集　青年の農業経営者＜座談会＞
昭和43年 第22巻第5号 特集　農業後継者育成
昭和45年 第24巻第2号 特集　農業賞受賞者の横顔
昭和46年 第25巻第4号 特集　躍進する農業青年
昭和46年 第25巻第11号 特集　青年農業者の主張とそのすがた
昭和49年 第28巻第1号 特集　あすの農業に挑戦する青年たち
昭和52年 第31巻第3号 特集　「むら」を担う農業青年
昭和55年 第34巻第12号 特集　農業後継者の育成
昭和60年 第39巻第2号 特集　県農業賞・農業奨励賞に輝く人々
昭和60年 第39巻第5号 特集　農業後継者の育ちかた、育てかた
昭和61年 第40巻第3号 特集（毎日農業記録賞コンクール作品から）生きざま特集
～私の歩んできた道～
平成元年 第43巻8号 特集　農業者の実態に学ぶ
平成9年 第51巻第8号 特集　がんばる千葉県青年農業者
平成10年 第51巻第8号 特集　躍進する千葉の女性農業者
平成11年 第53巻第7号 特集　若い力と新たらしい農業の実践
平成14年 第56巻第3号 特集　認定農業者になって経営発展を目指そう！
平成14年 第56巻第11号 特集　地域で育てる若い農業者
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仕事に人材が流出していったことも関係していると考えらえる。一方、平成にはいると「女
性」が登場するが一度だけの登場である。その間「女性」と「特集」はどのような関わりが
あったのだろうか。「特集」全体だと以下のようになる（表 5）。 
 
 
             表 5 女性を取り上げた「特集」 
 
「女性」に関わる言葉としては、「嫁」、「妻」、「婦人」がみられた。当初は農家の「嫁」や
「妻」として登場していたが、平成に入りいち農業者としてフォーカスされていき、ともに
農山漁業を創り上げていくパートナーとして取り上げられている。 
また、前述した後継者の問題も念頭に昭和 54（1984）年の特集の小項目をみてみると、
娘には農家の嫁にはなってほしくないが、後継者も必要であるジレンマもみえてくる。結婚
は農村にとっては、担い手や後継者、農業の継続にも関わる重要な案件であるともいえる。 
 
   
    表 6 第 33巻第 4号の「特集」内容 
 
「結婚」に関しては、全体の特集タイトルでは平成 2（1990）年「座談会 むらの結婚革命」
年 巻 特集タイトル
昭和54年 第33巻第4号 特集　農家の花嫁考
昭和60年 第39巻第12号 特集（座談会）若妻大いに語る！！
平成5年 第47巻2号 特集　輝ける婦人たち
平成9年 第51巻第5号 特集　女性の経営参画
平成10年 第52巻第6号 特集　躍進する千葉の女性農業者
平成12年 第54巻第6号 特集　女性の社会参画
平成14年 第56巻第1号 特集　男女（筆者注：とも）に創ろう　ちばの農山漁村
平成15年 第56巻第1号 特集　動き出した千葉の農山漁村の男女共同参画
昭和54年　第33巻第4号
特集　農家の花嫁考
１．はじめに
２．（座談会）若妻の生き方を語る
３．「娘はサラリーマン」への考え方と方向
４．農村女子青年に期待する
５．農村女性と結婚観
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（第 44 巻 11 号）の 1 度だけだったが、小項目に「結婚」が入っている特集は以下のように
なっていた（表 7）。 
 
 
          表７ 「結婚」を取り上げた「特集」 
 
また、詳細な調査が別の機会にするが、『農業千葉』の表紙に注目をすると作画であったり、
昭和 33（1958）年（第 12 巻）の半ばまでは女性に限らずさまざまな人がモデルとなったり
しているものもあったが、昭和 33（1958）年の終盤から昭和 50（1975）年、昭和 53（1983）
年～昭和 56（1981）年までの間は表紙に女性のみが登場する（昭和 56 年には夫婦で登場す
るものもある）。表紙のモデルは、推薦された人のようで、たとえば、昭和 35（1960）年（第
14 巻第 7 号）の「表紙モデルの推薦の言葉」では「未婚の女性を推せんすることになつて
いるそうです。このことは、結婚ということを若い人達に考えてもらう意味も、あるような
気がします。」（同: 124）と掲載されている。その後、昭和 38（1963）年（第 17 巻）では、
表紙を飾った女性自身の言葉となるが、しばらくの間、農家の女性が表紙を飾っていた。農
業は、他産業より後進的な発展であり、都市化、工業化により農業からの人材流出がおこっ
ていくなかで、後継者の育成は目下の課題であったと考えられる。その課題を結婚の推進と
いう形で解消しようとしていた時期があり、この時期の『農業千葉』は結婚情報誌の役割も
担っていたともいえる。 
  
 
６ おわりに――今後の分析項目の抽出 
 本論では、『農業千葉』にみられる農業の変遷を、廃刊特集号に掲載された振り返りの論
文と、特集の分析から追った。大きな流れとしては、戦後の食糧増産時期における農業技術
の普及から、生産調整、農業人口の流出問題へと変容し、平成にあっては環境への関心が多
くみられる等、日本社会の農業が抱えた問題と重なる変容過程を見出すことができた。 
千葉県の農業としては、首都圏に近いという地理的特性があり、都市化や工業化に伴う農
業就業人口の減少や自然環境への影響、耕地面積の減少、商業地への転売などをより身近に
経験していたことがみえてきた。そのような農業と歩みをすすめた『農業千葉』は普及誌の
役割を果たしていた。「特集」では、農法にとどまらず、経営や法施行に伴う変化、国際化、
年 巻 特集タイトル
昭和45年 第24巻第10号 特集　明るい家庭つくり
昭和52年 第31巻第3号 特集「むら」を担う農業青年
昭和54年 第33巻第4号 特集　農家の花嫁考
昭和63年 第42巻11号 特集　これがむらの良縁づくりだ
平成2年 第44巻11号 特集　座談会　むらの結婚革命
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集落のあり方、人材、生活改善、家庭や結婚など多岐にわたる情報を、各時代の農業をとり
まく状況に対応した形で取り上げられていた。 
 さらに、平成以降は、農家における女性がクローズアップされてくるようになり、結婚に
関する記載がみられる。家族形成や農業経営の持続可能性へと主要な関心が向かっている
ことがわかる。特に女性については、ある時期に女性が表紙に登場するようになる等、今後、
さらに深めていくべきテーマであると思われる。 
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注 
1 雑誌の巻・号については奥付の表記を採用したが、奥付がない場合は表紙に明記されて
いる巻・号の表記に従った。 
 
2 国内で初めて BSE の発生が確認されたのが千葉県であり、県牛海綿状脳症対策本部を設   
置し対応をした（廃刊特集号: 18） 
 
3 出版年によって旧漢字で表紙されていることもあるが、本稿では現代漢字の表記で統一す
る。また、目次タイトルと本文タイトルに微細な違いがある場合は、目次の表記を優先した。
さらに、昭和 32（1957）年 1 月号（第 11 巻第 1 号）については、蔵書はコピーされたもの
しかなく、目次自体がなく、本文にも表紙にも「特集」の記載がないため、特集がなかった
ものとして扱った。それ以外は目次に「特集」という表現があるものだけを対象とした。 
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